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命題内容：H による未来の行為 A 
事前規則：①H は行為 A をおこなう能力がある  
      S は H が行為 A をおこなう能力があると信じている  
     ②S と H の双方にとって、通常の状態においては H が行為 A をするの
が明らかでない。  
誠実性規則：S は H に行為 A をおこなってほしいと望んでいる。  
本質規則：H に行為 A をおこなわせようとする試み  





いろな研究がおこなわれたが、たとえば、Gordon and Lakoff（1975）は、上記の Searle
の適切性条件を言語化することで間接的に発話行為が伝授できる、と指摘した。例え
ば事前規則を疑問文にした‘Can you please pass me the salt?’という文、あるいは誠実





































Ｄ：話し手と聞き手の「社会的距離（Social Distance）」  
Ｐ：聞き手の話し手に対する「力（Power）」  
Ｒｘ：特定の文化において、ある行為（Ｘ）が相手にかける負担度（ ranking of 
imposition）  




















5.Don't do the FTA
Ｗｘ大  
Brown and Levinson（1987）による  









（A）Bald on record（あからさまに言う）が使われる場合の具体例  
・緊急の場合  
・相互行為の焦点が仕事志向の強いとき （例）レシピでは「～せよ」  
・FTA の実行が H の利益になるとき  
・S が社会的に強い立場にあるとき  
（B）ポジティブポライトネスストラテジーの具体例  
   ・イングループのメンバーであることを強調する  
     （例）仲間内の呼称、方言の使用、省略の使用、習慣的な間接要求表現の
使用  
   ・共通基盤や意見の一致を強調する  
     （例）賛同する、反対を避ける  
     （例）雑談、冗談  
   ・S は H の協力者だということを伝える  
     （例）押しの強い楽観的表現  
     （例）勧誘形の使用、we の使用  
     （例）説明する  
（C）ネガティブポライトネスストラテジーの具体例  
   ・慣習的間接的表現 （例）間接的発話行為･･･疑問表現（＋仮定法＋可能＋
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  1 章 序論 
please）  
   ・断言＋否定表現（＋仮定法＋可能＋ tag＋please）  
   ・ヘッジ表現  
・強制しない （例）H に選択肢を与える  
・H を侵害しない （例）謝罪する  
（D）off record の具体例  
 ・言語の間接使用･･･解釈を聞き手に委ねる  
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つである。1969（昭 44）年から住民の入居が開始し、2 年後の 1971（昭 46）年に自治











































である（三牧 2002）。  
T をふくめた本部役員同士の会話は、基本的に大阪方言の普通体でおこなわれてお
り、会長 T に対してメンバーが丁寧体を使うということはない。また、その逆もない。
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思われる。  


































































 ２章 調査概要 
本研究で分析データとして用いるのは、自治会の共同作業場面における自然談話で






実施した。2003 年 6 月 16～20 日の 4 日間にわたり、役員総出で新自治会館への引っ越
し作業と、竣工式の準備作業がおこなわれたが、その期間中の 17 日午後 1 時～3 時、






ため、MD 録音機（SONY MZ-B100）を 5 台用意し、うち 3 台を T、MK（男性の副
会長）と筆者が 1 台ずつ持ち、2 台を会場の 2 箇所に設置した。録音ポイントを増やし
て重層的に録音することで、T とメンバーの相互行為における発話をできるだけ正確
に録音することをめざした。そのため、マイクは使用せず、各所で広く音を拾うこと
を試みた。録音したデータは、80 分 MD で T 分が 5 本、ほかのものをあわせ、合計 20
本である。本研究では、そのうち最も収録状態が良かった 20 日（3 日目）の談話を分
析対象とし、随時、他の資料も参考データとして用いる。20 日の主な作業は、翌日か










T：自治会長･･･女性。昭和 13 年生まれ（調査時 65 歳）。0～18 歳：岡山県、18 歳~22
歳：徳島県、22 歳～32 歳：大阪市、32 歳～現住所。  
 
表 2-1：指示相手の分類 
 分類  対象   備考  





参加者（C） 和太鼓チーム・お茶の先生   当日のイベントに参加するメンバー  
























名  分類 役割 備考 
T  会長 準備作業の総責任者  
MK  役員 副会長(代行)、打ち合わせ会議の進行係、式典会場設営
のチーフ 
 
MO  役員 受付担当、子ども企画担当、音響担当、会場設営  
MS  役員 喫茶担当、会場設営  
MY  役員 喫茶担当、会場設営  
MW  役員 写真担当、会場設営  
MU  役員  役員最長老 
FK  役員 副会長、準備作業全般に関与 T の片腕 
FM  役員 食事準備のチーフ 配食ボランティア 
FT  役員 食事準備担当 配食ボランティア 
FO  役員 子ども企画チーフ  
FA  準備係 受け付け（竣工式典の受付）   
FC  準備係 題字担当（竣工式当日、正面に飾る題字を書く）   
FD  準備係 花担当  
FE  準備係 花担当  
FB  参加者 竣工式典で演奏する太鼓を搬入するために来館 和太鼓サークル 










行事  会議（M） 昼食・コーヒータイム（L） 準備作業（W） 




・食 事 スタッフが用 意 してくれ
た炊き込みご飯で昼食  

































(2130～2195） (2866～2945）  




与する談話についてのみ、文字化をおこなった。文字化した総発話文は 3022文である。  
自然談話の文字化をおこなう方法はその目的によっていろいろある。本研究では、
読みやすく、相互行為のあり方が把握しやすく、かつ数量的な分析もおこなえる、と


















表 3-1：トランスクリプト記号  
[  オーバーラップの開始位置を示す。  
]  オーバーラップの終了位置を示す。  
＝   前の発話と後の発話の間に間隙がないことを示す。  
（数字）   丸かっこ内の数字は、その位置にその秒数の間隙があることを示す。  
（ .）   丸かっこ内のドットはその位置にごくわずかな間隙があることを示す。  
：   発話中のコロンは、直前の音が引き伸ばされていることを示す。コロンの
数は、引き延ばしの相対的長さを示す。  
。   句点は、直前部分が下降調の抑揚で発話されていることを示す。  
、   読点は、直前部分が継続の抑揚で発話されているとみなせることを示す。
？   疑問符は、直前部分が上昇調の抑揚で発話されていることを示す。  
↑↓   上向きと下向きの矢印は、その直後の部分で急激な抑揚の上昇や下降があ
ることを示す。  
文字   下線部分が強調して発話されていることを示す。たとえば、同じ話者の前
後の発声に比べて音量が大きい場合や高くなっている場合など。  




＜文字＞   不等号で囲まれた部分が、前後に比べてゆっくりと発話されていることを
示す。  
＞文字＜   不等号で囲まれた部分が、前後に比べて速く発話されていることを示す。








//  コーディング項目が 1 ライン中に複数出てきたため、便宜上、改行する時
につける。したがって、発話文頭の数字は発話文の番号ではない。  
 
 ３章 分析の枠組み 
 ３章 分析の枠組み 
本章では分析に先立ち、分析の枠組みとなる行為指示表現の分類について述べる。  
























5 言語の依頼表現の対照研究をおこなった Blum-Kulka et al.（eds.）（1989）は、英語
の依頼表現について、①法による命令形、②遂行動詞、③法助動詞による緩和的依頼、
④慣用語形による依頼、⑤願望の陳述、⑥提案表現、⑦予備規則の質問、⑧強いヒン
ト、⑨やわらかいヒントの 9 種類に分類した。また、5 言語の調査の結果、どの言語の














能か、などの観点から分析をおこなっている。分類は以下の 6 とおりである。  
①必要であることを述べる（Need statement）：（例）I need a match. 
②命令形（Imperatives ）：（例）Give me a match. ／Match.（このように名詞止めをここ
に含む。）  
③慣習的依頼表現（Imbedded imperatives）（例）Could you give me a match? 
④許可を求める（Permission derectives）（例）May I have a match? 
⑤依頼質問（Request questions）（例）Gotta match? 
⑥ヒント（Hint）（例）The match are all gone. 
24 
 





















  形式名  文タイプ 文機能  文末形式 *1 
直接形式  A：命令形式  命令文  命令  （しろ）＊2、しなさい 
  連用形命令文  命令  し 
 B：テ形式  シテ文  依頼  して 





 C：依頼遂行形式  依頼遂行文  依頼  お願いします 
慣用形式  D：依頼疑問形式  依頼疑問文  情報要求  してくれる？ 
 E：派生形式  願望文  願望表出 *3 してほしい、してもらいたい 
  勧誘文  勧誘  しよう 










非明示表現   陳述文   いいと思うよ、 2 階もあいてるで、
～したいんやけど 
 中途終了  名詞止め   これ、もうちょっと上、 
  文末省略    ちょっとそれをお手伝い・・・ 
*1 方言形式も含む。   




































る。本稿でも①②の 2 つの分析軸から、理念形として図 3-1 のとおり、4 つの機能を想
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定する。  
 
  非聞き手利益 1)   
     
選択権  《非聞き手利益命令》           《依頼》   選択権
 無        有  
 《聞き手利益命令》         《勧め》    









































的な使用例も簡単に示す。詳細な分析は 4 章以降でおこなう。  
まず、形式がはっきり認定できる直接形式と慣用形式についての使用状況を表 3-2、
3-3 で示す。  
 
表 3-2：行為指示表現の使用状況 
 作業   会議  食事   
場面  
形式  
対役員  対準備係 対参加者 対役員  対役員  計  
直接形式  Ａ 命令形式  9 1 1 2 13
 Ｂ テ形式  27 16 3 12 4 62
 Ｃ 依頼遂行形式  1 2 3  6
慣用形式  Ｄ 依頼疑問形式  4 1 1  2 8
 Ｅ 派生形式  44 13 8 10 8 83
  計  85 31 14 26 16 172
 
表 3-2 から以下のことがわかる。  
28 
 

















 作業   会議  食事    
場面  
形式  
役員 準備係  参加者  役員  役員  小計  合計
派生形式  勧誘文  13 6 6 6 4  35
 願望文  2 2   4
 当為文 勧め文  15 7 2 2 1 27 
  義務文  6     6 
  禁止文  8    3 11 
  小計  29 7 2 2 4  44
 計  44 13 8 10 8  83
 













  2813 FK 
だから、式典、終わったら、これ、要るからね↑朝のうちはね、
料理、並べてこうするんやったら、ここへ。  
 →  2814 T しやけど、今、おいといたげ、おいといたげ。ここに。  
連用形命令は上記のような≪非聞き手利益命令≫で使用されることは少なく、以下
のように≪聞き手利益命令≫で使用されることが多い。  
  829 T すっごいいいから、これ、ベッドカバー。  
  830 MO ７月１日から一回あるんで、  




  1576 MW なんでここにこんな？  




  1081 FB ほんな、9 時半ごろにきたらいいですね？  
  1082 T そうですね。  




  64 MS それね、MY さんと僕と＃＃の４人、 




  1795 MW 管理人じゃあかんのやろうかな？  
30 
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  1796 T ちょっときいてみ↑。  






  1101 T これをね、もうちょっと、これを、これを、ちょっと// 
  1102 T あの、引きずったらいかんから。  
  1103 FD よいしょ。｛一緒に机をはこぶ｝  
 →  1104 T 机をもうちょっとこっちへやりましょう。  
（ⅱ）願望文 
役員に対してだけ使用されている。次のような例である。  
 →  348 T ｛お茶を｝ちょっと冷やしておいてほしいねん。  





  2394 T あれはだめだめ、ごみごみ。    
  2396 T あとはみえへんけど、これはいかん。    
 →  2397 T とってもろたほうがええ。    
・義務文 
役員に対してだけ用いられている。 
 →  1915 T なるべくおいたげないかんよ、いすを。    
  1916 FT そう言ってんねん、今。    
・禁止文 
役員に対してだけ用いられている。  
  930 T その中に、はまるん。    












分類  文タイプ  文機能  具体例  出現数  計  


















 陳述文  同意を示す そうですそうです、そうそうそう 5 34 
中途終了  名詞止め あ、お茶。もうちょっと上。 16  
 文末省略   ちょっとそれをお手伝い・・・。 16 32 
 
次章から具体的な分析に入る。  




















          ４章 スタイル切換えとそのストラテ
ジー 


















































式」の 4 種類の組み合わせが考えられ、この 4 種類がすべて使用されるか否かは方言





























以下、4 節で本談話の基本スタイル、5 節で談話全体におけるスタイル切換え、6 節












  会議場面  食事場面  作業場面  その他   
 対役員  対役員  対役員・準備係・参加者 対部外者  計  
丁寧体  60 29.0% 12 16.2% 77 10.9% 23 92.0% 172 
普通体 147 71.0% 62 83.8% 628 89.1% 2 8.0% 839 















・終助詞のうち、聞き手目当て性のない (すなわち丁寧体が使われることのない )カナや一部のナは除く。  














現は、3 章の表 3-2 であげたものである。文末省略やオーバーラップなどで判定できな
いものを除く 208 文について分類した。  
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 会議場面  食事場面    作業場面     計  
 対役員  対役員  対役員  対準備係  対参加者    
丁寧体  19 50% 3 20% 14 13.9% 10 23.8%% 7 58.3% 53 25.5%
普通体  19 50% 12 80% 87 86.1% 32 76.2% 5 41.7% 155 74.5%
合計  38 100% 15 100% 101 100% 42 100% 12 100% 208 100%
 
表 4-2 から次のことが言える。  
（1）行為指示における丁寧体の使用率は、同じ作業場面でも相手が役員・準備係・参
加者で違う。特に、対参加者では発話の 50%以上が丁寧体でおこなわれている。  
（2）行為指示における丁寧体の使用率は、同じ役員に対しても、場面によって異なる。
会議場面では行為指示表現の 50%で丁寧体が使用されているのに対し、作業場面で














 2735 T え？わたし？はい。「ええ皆様こんにちは。」 
 2736 MO OK。大丈夫。 
 2737 T 大丈夫？OK？。 
 2738 MO 今のボリュームや。 
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 2739 MO 今の大きさでいい。 
 2740 T そう↑。 
⇒ 2741 T 
あのね、順番にね、私、お世話になった方を、あの、ご挨拶、申し上げます
ので↑、そのとき、「お立ちください」といいます。 
⇒ 2742 T そしたら立ってくださった皆様を拍手してください。 
⇒ 2743 T 順番、順番ゆうたらおかしいけど、ワンブロックずつ、やっていきます。 
   （中略） 
⇒ 2746 T ですから、ま、MF さん、それから K 工務店さんを、紹介さしてもらいます。 
 2747 FK これ、こんなん、もたしてもろていい？  
 2748 FK 見ながらいわしてもろていいですか？ 
 2749 T いいよ。 
それまで普通体で話していたが、2741T で突然丁寧体になる。この後もしばらく丁
寧体で話が続いているが、この話が終わった後、2479T でまた普通体に戻っている。
















FK は副会長。  
⇒ 140 T 
はい、だから、もうひとつ、ええと、の、あの、記念のお昆布を用意していた
だきました。｛改まった口調で｝ 
⇒ 141 T こういう風になっております。きれいにね。 
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⇒ 142 T 
袋まで A さんがちゃんと用意していただきましたので、ま、これをちょっとポ
ケット入れる、いうのも[ちょっと難しい]。 
 143 MY [入るわ]｛FK：笑い｝ 
 144 MY ここのポケット、はいるで。 
⇒ 145 T え？はいります、これ？ 
 146 MY 十分、入る。 
⇒ 147 T どうです、はいります？ 
⇒ 148 T ちょっとおおきいんじゃないです？ 
 149 MY はいるで。 
 150 FK 入るんやったら初めに渡しておくほうがいいかもわからんけどね？ 
 151 MY ぜったい、ええよ。 
→ 152 T ね↑。おかしいよね↑。それでね↑、 
 153 MY 手間やで↑、これ、二回配るの。 
⇒ 154 T 
いやいやいや、ここへ出るときにね、受付で、受付の方にいてもらって、あ
の先に帰りはる人がいるんです。 
⇒ 155 T 市長さんなんか次の会がありますのでね、 
⇒ 156 T 何人かがお帰りになります。 
⇒ 157 T ま、知れてると思います。 
 158 T その人にはね、先に渡して、 
 159 MO これと引き換えに渡して、 
⇒ 160 T そうそうそう、リボンとね、そうですね。 
 161 MO 名札持ってはる人は必ず招待客やから、 
 162 T 
これをお渡ししていただいて、そのあとは立食に入ってはるから、立食が終
わった段階で、｛少し間｝ 
→ 163 T やな↑。｛それまでの改まった口調から急に普通の口調に変わる｝ 
 164 MK いや、途中で帰るひともあるでしょ？ 
 165 T 途中で帰る：：：立食は(.)途中で帰る？ 
 166 MK いやいや。 
→ 167 T ま、ばらばらばら、あ、ごめん、立食の前に帰る人には渡すやろ？ 
 168 MO ふん、だからそれな、やっぱりな、 
 169 MB ぱらぱら帰り[ますよ]。 
 170 MO [終わった時点で]、 
→ 171 T あ（.）だからとにかく、リボンと引き換えに渡せばいいのよ、みんなに、な？ 
 172 MS OK 
→ 173 T そうそう、竣工式が終わった段階で↑。 
 174 MS [じゃあ、これ受付へ]、  
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 175 MO [（・・・・）している間にも帰る人いる]。 
⇒ 176 T そうですね↑。そうですそうです↓。 
 177 MS 受付の人やね。 
⇒ 178 T 受付の人、お願いできますか？受付のところでちゃんとしておいて。 
 




認要求、確認、判断を述べ、MS、MO、MK らと意見を交わす。171T のあと T の意見
に MS が同意し、一応の合意に達する。お互いに同意を確認したあと、176T で丁寧体
になり、178T で受付担当の人に再び丁寧体の依頼疑問文で指示をだしている。  














































 582 MO 初日はやな、なしで。 
 583 MK ええと…、 
 584 T 初日が要るんよ。{強く｝ 
 585 MO 私がいいます、[１１時になったらフリーなんです、私自身は(中略)] 
 586 FK ［二日目から（・・・・・・・・）二日目が要るんやんか。] 
 587 T 初日が要るんよ。｛小さい声で｝ 
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 588 T 大勢で上がるから。 
→  589 T ｛隣の女性に小さい声で｝今、ちょっと見てき↑て。 
→  590 T 陰になってるやろ、陰になってるやろ、ちょっと見てきて。 
→  591 T 陰になってるかどうか、見てきて。 
 592 T 11 時ごろやから、どんな感じか。 
   （中略） 
 617 FS 日、一杯。 
 618 T 一杯？やっぱりいります↑ね、上にね。 
 619 FK 初日はだけど、はれないでしょ？ 
 620 MS 初日に関係があるんや。 
 621 MS そのために借りてきたんや。 
 622 FK だから、初日だけやから、初日はもう、ひろげといたらよろしいですね？ 
 623 T そうそうそうそう、そうそうそうそう、そうですそうです。 
 624 FK MO さん、張らないですものね、初日は？ 
 625 FK だから、もう、しといたらいい。 
 626 FK きょうは、しとかないとあかんわ。 
 627 T そうですよ。 
   (中略) 
 649 MK それで初日のベランダにはなにをおくようにする、っていった？ 
 650 FK 今、上へ行ったらわかります。青いテーブル。 
 651 MO 昼から、また、設営しょ。 
 652 T 持って、借りてきてあるんです。 
 653 MK きょう、それ、せな、あかんな？ 
⇒  654 T してください。キャンピングテーブル。 
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た。談話例 4-2 の 178T も同様の例である。このように複数の人に向かって会長として
のオフィシャルな命令指示を伝える場合には丁寧体が使われるのである。しかし、こ
れは逆に言うと、メンバーの意見が一致するまで会長としてのオフィシャルな命令指










【談話例 4-4】対役員、作業場面： MK は男性副会長で会場の設営責任者。式典のあとにすぐ
開かれる会食会のために、如何に早くテーブルを並べるかを男性役員たちでいろいろ工夫し
た末、目印として白いテープを床に張ったが、それを T が見とがめる。 
  2388 T MK さん↑、 //   
  2389 T これちょっと悪いけど、 //   
  2390 T ゴミが落ちているみたいだから、 //   
  2391 T 取って↑。｛きっぱりとした強い口調｝    
  2392 T これ、あかん。    
  2393 MK これ？    
  2394 T あれはだめだめ、ごみごみ↑。    
  2395 T あとはみえへんけど //   
  2396 T これはいかん。    
  2397 T とってもろたほうがええ。    
  2398 MK そっちもあったんちゃう？    
  2399 T 取った取った。    
  2400 MK 取った？    
  2401 T これはまだかまへんけどね、 //   
  2402 T ちょっとそれはいかんわ。    
  2403 T ここはみんなが通る。    
43 
 
  2404 MK はい。    
 












は、5 章、6 章でも再度、取り上げる。  
対役員作業場面で丁寧体が使用されている場合もある。次のような例である。  
【談話例 4-5】対役員、作業場面： FK は女性副会長。FT は女性役員で食事準備のチーフ。
T は、新しい厨房の調理台が傷つかないように、防御するシートを張るよう、FT に
指示している。  
  2851 FK あ、それ、そこへしといてもらったほうがええかなと。  
  2852 FT あ、こことこことな？  
  2853 FT それとあっちの端とな↑ 
 ⇒  2854 T しといてくれます？  
  2855 T 3 つあったらいけるやろ？  
  2856 FK もしあれやったら、両面テープ。  
  2857 T ここに置いときます。  
  2858 FT はい。  
  2859 T 立てときます。  
  2860 FT はい。  
  2861 T サランラップと同じやから、ここへ置いておきます。  
作業場面での役員への指示はほとんどが普通体でおこなわれているが、ここでは
2854T の依頼疑問文のほか、2857T、2859T、2861T など、意志を表明する発話でも丁















⇒ 1797 T 〔受付用紙について〕何枚か、してくださいよ↑。 
 1798 T 何枚かバーっと、あとから綴じるから。 





























































 2949 ＦＪ 〔2 階へ荷物を運ぶ〕ええと、どこに荷物、とりあえず。 
 2950 T 荷物？とりあえず、お茶は。 
 2951 ＦＪ とりあえず、ここらへんにおかしてもらおうか？ 
→ 2952 T そうです、そうです、そこへ置いときはったら。 






 2966 ＦＪ 
ここお花、3 つ、置かして貰って、ここでぺちゃぺちゃでこうするて、K 先生、
言うてはったでしょ？なかで、この一角で。 
 2967 T そこ、がよろしいですか？ 
 2968 ＦＪ そういうことやって↑。 







 ５章 直接形式の使用とそのストラテジー 
1. はじめに 
命令形などの直接形式は、上から下へいわゆる非対称的な関係で使用されるものと


























































が《命令》機能でしばしば用いられ、森山（1999）がこれを「第 2 の命令形」の 1 つ
としているように、命令形として扱ってもおかしく役割を果たしている。  
表 5-1 は、大阪方言の「セイ」「シ」「シテ」の 3 形式を動詞の活用型別に示したも
のである。  
表 5-1：大阪方言の「セイ」「シ」「シテ」  
  命令形命令  連用形命令  テ形  
五段動詞  行く  イケ  イキ  イッテ  
上一段動詞  見る  ミイ（ミー）  ミー  ミテ  
 起きる  オキイ（オキー）  オキ  オキテ  
下一段動詞  寝る  ネイ（ネー）  ネー  ネテ  
 食べる  タベイ（タベー）  タベ  タベテ  
サ変動詞  する  セイ（セー）  シー  シテ  
カ変動詞  くる  コイ  キー  キテ  
 









 ウチ  （家族）  ソト： 親  ソト：  少し疎  
 S＞H S＝H S＜H S＞H S＝H S＞H S＝H 
《非聞き手利益命令》 ▲  ▲○ ○ ▲○ ▲○ ○ ○ 
《聞き手利益命令》  ▲  ▲○  ▲○ ▲○ ▲○ ▲○ ▲○ 
《依頼》  ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
《勧め》  ▲  ○  ○  ○▲  ○▲  ○  ○ 




ソトの疎や S＜H に対しては、社会的慣習上、命令形がそもそも使用できないため省く。  
 
表 5-3：セイ・シ・シテの発話機能－男性－  
 ウチ  （家族）  ソト： 親  ソト：  少し疎  
 S＞H S＝H S＜H S＞H S＝H S＞H S＝H 
《非聞き手利益命令》 ■▲  ■▲○  ○  ■▲○ ■▲○ ○  ○  
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《聞き手利益命令》  ■▲  ■▲○  ○  ■▲○ ■▲○ ▲○  ▲○  
《依頼》  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
《勧め》  ▲  ○  ○  ○▲  ○▲  ○  ○  
















































を T，指示相手をイニシャルで示す。イニシャルの最初に男性は M，女性は F をつけ
る。  
【談話例 5-1】対準備係、作業場面。  
 1 T FS さん、カーテンの棒、どこへいったかな。あの、長い棒。 
 2 FS 倉庫かな？ 
→ 3 T 探してくれる？ 
 4 FS はい。 
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ジー 
呼ぶことにする。本データで得られた指示談話の総数は 101 談話である。  




指示表現を 3 章の表 3-1「行為指示表現の分類と文機能」にしたがって分類し、どのよ


















対役員 対役員  計  
直接形式  Ａ  命令形式 *1 9（3） 1 1 2 13（3）
 Ｂ  テ形式 *2 27（4） 16（3） 3（1） 12（2） 4 62（10）
 Ｃ  依頼遂行形式  1 2 3  6
慣用形式  Ｄ  依頼疑問形式  ４ 1 1 2 8
 Ｅ  派生形式  44 13 8 10 8 83
  計  85 31 14 26 16 172














4.2. シの使用状況  
連用形命令シの使用例は 10 例ある。表 5-5 はシの使用状況を発話機能別にカウント





作業  会議  食事   場面  
発話機能  対役員  対準備係 対役員 対役員 計  
命令指示  1 1 2
聞き手利益命令  4 1 5
その他* 1 2 3
計  6 1 1 2 10
* その他：《命令指示》機能で発話されているが、冗談として使用されているもの。  





 1795 MW 管理人じゃあかんのやろうかな？   
→ 1796 T ちょっと聞いて ↑み。   




 51 T けど、ガチャガチャ、ガチャガチャしてもらったら、困るんやけど。
 52 FM 洗うのはやめ [ます ]。  
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→ 53 T [やめとき ]。  
→ 54 T やめとい ↑て。  
《命令指示》機能で使用されている 2 例が 2 例とも、シのあとすぐ、依頼疑問文やシ
テで言い直されていることから、シで《命令指示》を伝えることは対役員でも避けよ
うとする意識がある、と思われる。  
他の 5 例は《聞き手利益命令》機能で使用されており、また、残りの 3 例は、冗談
として使用されている。談話例 5-4 は《聞き手利益命令》、談話例 5-5 は冗談として使
用された例である。  
【談話例 5-4】対準備係、作業場面：花の準備をしている人にビニールシートを差し出す。  
 1298 T でも滑ったらいかん、思うからな。  
→ 1299 T これ、上にひ↑き。  
 1300 FD うん、上にする。  
   (中略 ) 
 1305 FE ありがと。  
 
 
【談話例 5-5】対役員、作業場面：カラオケ担当の MO にカラオケ機器にかけるカバーを
プレゼントするという。  
 840 T わたし、これ、あげるんやから。   
→ 841 T 感謝しい〔↑〕。   
 842 MO ｛笑い｝謝謝（シェーシェー）。   
 843 T 謝謝やわ、あんた、ほんまに｛笑い｝。   
シは談話例 5-4 のように、《聞き手利益命令》としてよく使用される。また、談話例
5-5 で T は｢感謝しい｣と言って感謝を押しつけ、その後お互いに笑いあっているが、こ
のように、シはしばしば冗談としても使用されている。ちなみに、表 5-4 にある「シ









作業  会議  食事  場面  






テ 丁寧  シテ 丁寧 シテ 丁寧 シテ 丁寧 シテ シテ 丁寧  
 
命令指示  16 4*1 2 3 2 1 10 2*2 3 33 10 43
聞き手利益  5  10 1 16  16
その他 *3 2  1  3  3
計  23 4*1 13 3 2 1 10 2*2 4 52 10 62
*1  4 例中、「シテクダサイ」が 3 例、「シテチョウダイ」が 1 例。 
*2  2 例中、「シテクダサイ」「シテチョウダイ」が各 1 例ずつ。  




【談話例 5-6】対役員、作業場面：  
 2026 T あんた、ビニール袋、あった？  











作業  会議  食事  場面  
文タイプ  対役員  対準備係  対参加者  対役員 対役員  
計  
勧誘文  13 6 6 6 4 35 
当為文  29 7 2 2 4 44 
願望文  2 2 4 
計  44 13 8 10 8 83 
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素」としてその機能を分析している。一方、Blum-Kulka et al.（eds.）（1989）は 5 言語
の依頼表現を調査した CCSARP プロジェクトにおいて、依頼の核（依頼表現）以外の







と実際に使用された具体例を表 5-8 に示す。  
 
表 5-8：周辺発話の分類 
分類  タイプ  内容  具体例  
注意喚起  呼びかけ  積極的呼びかけ  ねえ、じゃあ  
 ためらい  消極的呼びかけ  あのう、ちょっと、すみません
 名前  名前や対称詞  ～さん、あんた、あなた  
 普通名詞  普通名詞での呼びかけ  男の人  
補助的ムーブ  理由説明  指示や発話の理由を述べる  ～だから  
 事実の提示  事実をそのまま伝える  2 階も空いてるで 
 判断  自分の判断を伝える  いいと思うよ 、 もっと上  
 意志  自分の意思や希望を伝える  こうします、これを入れたいんだわ 
 譲歩  これはいいけどという限定  これはまだかまへんけどね  
 質問  状況や相手の意図を聞く  お料理はどうなってるん？  
 了承・不承諾  相手の提案や発話を了承す
る  
それでいい、 うん、いいえ  
 謝罪  謝罪する  ごめんやけど  
仲間関係の構築  共感  共感を示す  そうそうそう、そうよね  
 確認要求  共感や同意を確認する。  な？、そうやろ？  
 冗談･小話  冗談や雑談  謝謝やわ、ほんまに。  
 賞賛  出来栄えを喜ぶ  いいねえ、きれいね  
   
「注意喚起」とは指示談話の冒頭で聞き手の注意喚起に使われるものである。  
「補助的ムーブ」とは、行為指示そのものではないがそれを助けるものであり、行為
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5.1.2. 談話タイプと直接形式の使用状況 
指示談話は 101 談話だが、このうち 44 談話は、総責任者である T に対してメンバー
が指示を仰ぎ、T が答える、という形でおこなわれたものである。このような Q-A 談
話では、聞かれたことを最小限提示するだけで、その発話は実質的に《命令指示》機
能をもち、したがって必ずしも明示的な直接形式を使用する必要がなくなる。しかし、
T が自らの意志で命令指示行為を始める T 開始談話ではそうはいかず、行為指示であ
ることを積極的に明示する必要がある。T 開始談話は 57 談話あった。実態を見てみよ
う。表 5-9 は 101 指示談話について、直接形式と慣用形式（表 3-1 参照）が使用されて
いる指示談話の数を Q-A 談話・T 開始談話の談話タイプ別にカウントしたものである。  
 
表 5-9：談話タイプ別にみた直接形式・慣用形式の使用状況  （単位は指示談話数） 
直接形式が使用された談話 *1 使用状況  
 
談話タイプ  命令形式
*2 テ形式 *3 依頼遂行形式 計  
慣用形式だけが  
使用された談話  合計  
Q-A 談話  4（1）  18 2 24 20 44 
T 開始談話  7（4）  30 3 40 17 57 
計  11（5）  48 5 64 37 101 
*1  一つの指示談話内で複数の形式が使用されている場合には、命令形式、テ形式、依頼遂行形式の順に、より命令
度の強い形式でカウントした。たとえば、命令形式とテ形式が使われている場合には命令形式でカウントした。 
*2  （ ）内の数字はテ形式も併用されている指示談話数。 
*3  テ形式とともに依頼遂行形式が使用されていた談話はなかった。 
 
表 5-9 に示したように、Q-A 談話で直接形式が使用された談話は 44 談話中 24 談話
























が 2 例あったが、これらは表 5-10 では《命令指示》に含めてカウントした。詳細は次
節で検討する。また、表 5-9 では直接形式として「お願いします」などの依頼遂行形
式を含めていたが、表 5-10 では発話機能を《命令指示》《聞き手利益命令》に絞った








表 5-10：談話タイプ別、発話機能別にみた直接形式の使用状況  （単位は指示談話数）  
《命令指示》  《聞き手利益命令》  発話機能  
談話のタイプ  命令形式* テ形式 計 命令形式 * テ形式  計  
合計  
Q-A 談話  Ⅰ：直接形式使用談話  1 15 16  3 3 19 
 Ⅱ：直接間接併用談話  3（1）   3    3 
 小計  4（1）  15 19  3 3 22 
Ｔ開始  Ⅰ：直接形式使用談話  1 17 18 3（2）  1 4 22 
談話  Ⅱ：直接間接併用談話  2（1）  12 14 1（1）   1 15 
 小計  3（1）  29 32 4（3）  1 5 37 
合計   7 44 51 4 4 8 59 
* 命令形式にテ形式が併用されている場合、（ ）内にその談話数を示す。  
表 5-10 に示した通り、Q-A 談話では直接形式が《命令指示》で使用された例が多く、
22 談話中 19 談話を占めるが、そのうち、直接形式使用談話が 16 談話と圧倒的多数で
ある。一方、T 開始談話でも直接形式は《命令指示》での使用が 37 談話中 32 談話と
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           ５章 直接形式の使用とそのストラテ
ジー 













表 5-10 で示したように、直接形式が《命令指示》機能で使用された T 開始談話 32
談話のうち、Ⅰ型：直接形式使用談話は 18 談話あった。命令形式が冗談で使用された
1 例を除き、他の 17 件はすべてテ形式が使用されていた。表 5-11 はそれら 17 件の談








談話番号 第1発話 第2発話 第3発話 第4発話
54 シテ
64 ★質問 ★確認要求 ★了承 シテ
65 シテ
66 シテ
71 ★質問 ★質問 ★了承 シテ















示138 シテ  
周辺発話の記号  ●：注意喚起  ★：補助的ムーブ（表 5-8 参照）  
 









     【T 行為指示】





    【T 周辺発話】  【T 行為指示】
 1578 T とりあえず、いすを先、するの？ 補助：質問   
 1579 FK テーブルを先＝   
 1580 T ＝テーブルをするのね？はい。 補助：質問－了承   
→ 1581 T ほな、テーブルを全部、だし↑て。  シテ  
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め T にとって、シ、シテを使う上での心理的な負担が低いと考えられる。  
5.2.2. 《命令指示》での直接間接併用談話 
表 5-10 で示したように、直接形式が《命令指示》で使用された T 開始談話 32 談話
のうち、Ⅱ型：直接間接併用談話の例は 14 例あった。表 5-12 はそれぞれについて T
の発話を発話順に並べたものである。冒頭の 2 談話（談話番号 3 と 94）はシ、シナサ
イが《命令指示》機能で使用された談話であり、その他は「シテ」のみが使用された
談話である。直接形式を網掛け、慣用形式をゴシック体で示している。核発話の分類
（表 3-1 参照）、周辺発話の分類（表 5-8 参照）は記号で表す。（凡例は表の下）。  
 
表 5-12：直接間接併用談話でのＴの発話のつながり 
Tの談話 第1 第2 第3 第4 第5 第6 第7 第8 第9 第10 第11 第12 第13
談話番号 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話
シ使用 3 ★質 ★判 シ シテ ★理 Ｅ当 Ｅ当
94 Ｅ当 シナサイ ★説 ▲確 ▲確 ★判 ★判 Ｅ当 Ｅ当
シテ使用 13 ★理 ★事 ★判 シテ シテ
29 シテ ▲確 Ｅ当 ▲共
30 ★判 ★理 シテ シテ シテ ★質
45 ★判 ●普 シテ Ｄ依 ★理 ★理 シテ ●普 Ｅ願 シテ ★理 ★判 ★判
48 ★質 ★事 ★事 シテ ★理 ★事 ★事 Ｅ当
68 Ｅ誘 シテ ★判 ★理
89 Ｅ当 シテ ★判 ★判 ★理
103 Ｅ誘 ★理 シテ Ｅ誘 ▲確
119 ●名 ★謝 ★理 シテ Ｅ当 Ｅ当 ★譲 Ｅ当 Ｅ当 ★事 ★譲 Ｅ当 ★事
122 Ｅ当 ▲確 ★事 シテ ▲確 ★理
124 シテ ★理 ●呼 シテ ★理 ★理 Ｅ当 ★理
134 ★判 シテ Ｅ当 ▲確  







表 5-12 では、直接形式のシやシテが第 1 発話に来ているものは少なく、補助的ムー










【談話例 5-8】対役員、作業場面、談話番号 45：古いテーブルが必要になったため、T が急遽、
男性役員らに、2 階からテーブルを下ろすよう指示する。 
    【T 周辺発話】  【T 行為指示】
 864 T ほな、ここにテーブル、ひとつ。  補助：判断   




ろしたげ ↑て。  
 シテ  
 867 T おろしてあげてくれる？   Ｄ依頼疑問  
 868 MS なに、するの？    
 869 T ちょっとここでお花、 [活けはんねん ]。  補助：理由説明   
 870 MS [お花、活ける ]。    
 871 T お花、活けはんねん。  補助：理由説明   
→ 872 T だれか、ちょっとてつどうてあげ ↑て、   シテ  
 873 T ちょっと、男の人。  注意：普通名詞   
 874 T テーブル、いっこ、もってきてほしい。  E 願望文  
 875 MS OK。    
→ 876 T きいつけてや。   シテ  
 877 MS ここの、つこたらええんとちゃうんか？、   
 878 T 
いやいや、これ、ご飯食べるのにいるか
ら。  
補助：理由説明   
 879 T ｛大きな声で｝ええやつ、ちゃう↑で。  補助：判断   
 880 T 古いほうや↑で、古いほうや↑で。  補助：判断   
868MS、877MS でメンバーから T の意図を確認する発話があり、あらかじめ決まっ

























    【T 周辺発話】  【T 行為指示】
 2388 T MK さん、 // 注意：名前   
 2389 T これちょっと悪いけど、 // 補助：謝罪   
 2390 T ゴミが落ちているみたいだから、 // 補助：理由説明   
→ 2391 T 取っ ↑て。｛きっぱりとした強い口調｝  シテ  
 2392 T これ、あかん。   E：当為  
 2393 MK これ？    
 2394 T あれはだめだめ、ごみごみ。   E：当為  
 2395 T あとはみえへんけど // 補助：譲歩   
 2396 T これはいかん。   E：当為  
 2397 T とってもろたほうがええ。   E：当為  
 2398 MK そっちもあったんちゃう？    
 2399 T 取った取った。  補助：事実の提示   
 2400 MK 取った？    
 2401 T これはまだかまへんけどね、 // 補助：譲歩   
 2402 T ちょっとそれはいかんわ。   E：当為  
 2403 T ここはみんなが通る。  補助：事実の提示   











次の表 5-13 は見やすいように表 5-12 から T の核発話だけ抜き出したものである。  
 
表 5-13：直接間接併用談話でのＴの行為指示発話の使用 
Tの発話 第1 第2 第3 第4 第5 第6
談話番号 発話 発話 発話 発話 発話 発話
シ使用 3 シ シテ Ｅ誘 Ｅ当
94 Ｅ当 シナサイ Ｅ当 Ｅ当
シテ使用 13 シテ シテ
29 シテ Ｅ当
30 シテ シテ シテ




103 Ｅ誘 シテ Ｅ誘
119 シテ Ｅ当 Ｅ当 Ｅ当 Ｅ当 Ｅ当
122 Ｅ当 シテ
124 シテ シテ Ｅ当  
行為指示表現形式  D 依：依頼疑問形式、Ｅ願：願望文、Ｅ誘：勧誘文、Ｅ当：当為文  
 
表 5-13 から明らかなように、直接間接併用談話 14 談話中 12 談話で直接形式は 1～2
回しか使用されていない。3 回以上使われているものが 2 談話あるが、談話番号 30 は



















談話 Tの発話 第1 第2 第3 第4 第5 第6 第7 第8 第9 第10 第11 第12 第13 第14 第13 第14
タイプ 談話番号 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話 発話
21 ★理 ★謝 シテ
Ⅰ型 44 シテ ★質 ★事 ★理 ★理 ★事 シ ▲確 ▲確 シテ ★理 シ ▲冗 ▲確 シ ▲冗
105 シ シテ
136 シ ▲共
Ⅱ型 60 ★質 ★質 ★質 ★質 ★理 シ Ｅ誘 シテ シテ ★理  
核発話 Ｅ誘：勧誘文、   
周辺発話 ★：補助的ムーブ（★理：理由説明、★事：事実の提示、★質：質問、★謝：謝罪）  
▲：仲間関係の構築（▲共：共感、▲確：確認要求、▲冗：冗談）  
 
大半の談話で第 1 発話から直接形式が使用されている。また、談話番号 44 では直接
形式が 5 回、使用されており、《命令指示》談話との違いが明らかである。談話例をみ
てみよう（談話例 5-5 と一部重複）。  
【談話例 5-10】対役員、作業場面、談話番号 44：MO にカラオケセットのカバーをプレゼ
ントする。  







 825 T 私、これ、この生地、今、これどう？  補助：質問   
 826 MO 明日はかぶせへんねやろ？    
 827 T あしたはかぶせへん。  補助：事実の提示   
 828 T これだけぶあついからね。  補助：理由説明   
 829 T すっごいいいから、これ、ベッドカバー。 補助：理由説明   
 830 T ７月１日から一回あるんで、  補助：理由説明   
→ 831 T それまでに縫ってもら ↑い。   シ  
   （中略）    
→ 839 T だからこれをね、あの、あなたあずかっ
ておい ↑て。  
 
シテ  
 840 T わたし、これ、あげるんやから。  補助：理由説明   
67 
 
→ 841 T 感謝し ↑い。   シ  
 842 MO ｛笑い｝謝謝。    
 843 T 謝謝やわ、あんた、ほんまに｛笑い｝。 仲間：冗談   




































































（1989）は依頼の核となる発話を Head acts とし、ヒントなどの間接表現も含めているが
（p.3、p.7 参照）、本稿は直接形式を分析対象としているため、本稿では行為指示表現




















以下、2 節で先行研究と本稿の視点、3 節で分析方法について述べたあと、4 節で間


































とし、その詳細を紹介している。この Brown and Levinson（1987）のポライトネス理論
 72 
 












（B）誠実性規則：話し手は聞き手に行為 A をおこなってほしいと望んでいる。  
これを言語化し、例えば（A）を疑問文にして‘Can you pass me the salt?’あるいは




















































①懐中電灯の電池ありますか？   依頼先行語句  
②ええ、あります。        先へ進め  
③4 つください。         依頼  
 74 
 
④（取る）            反応  
①から②③をとばして④へ直接、進むのが典型的な間接依頼である。また、求めるも
のがない場合には②の段階で止めることができるため、「依頼－断り」という非選好
disprefferd の連鎖を避けることもできるのである。  












































































①Q-A 談話：メンバーの質問への返答として T が発話したもの。  
T はこのプロジェクトの総責任者であることから、他のメンバーが T に指示を仰ぐ
談話が数多くみられた。「会長！」と呼びかけて質問している談話もいくつか見られ


























談話を前章の「指示談話」と区別し、「L 指示談話」と呼ぶことにする。  








































本データではⅡを便宜上、さらに 2 つのケースに分けて考察する。  
①非受諾の後、やり取りを経て、最終的に受諾されているケース  
②非受諾の後、やり取りを経て、最終的に当初の行為指示が断念されるケース  
また、分析に際して、L 指示談話には以下の 2 つの談話タイプを想定する。  
（A）Q-A 談話：メンバーが T の指示を仰ぐために質問して T が答えているもの  
（B）T 開始談話：T が自らの意志で命令指示行為を始めているもの  
5 章 5.1.2.で述べたように、この両者は談話の性格が異なり、そのため間接表現の使






























  行為指示達成までの流れ* 談話数  
Ⅰ   行為指示―【受諾（達成）】  62 談話  
Ⅱ  ①  行為指示―【非受諾】―＜メンバー間でのやりとり＞―再行為指示
―受諾  8 談話  
 ②  行為指示―【非受諾】―＜メンバー間でのやりとり＞―断念  5 談話  












ち、T が断念したケースである。  
表 6-1 のとおり、75 談話中 62 談話（84%）はすんなり受諾されており、Ⅱの反論後
に受諾されたものも含めると 75 談話中 70 談話（93%）が結果的に受諾されているこ
とがわかる。  
次に、使用された行為指示表現の全体像を確認するため、3 章で示した表 3-1、3-2、
3-3 をまとめ、表 6-2 として示す。  















 形式  文タイプ 文機能  具体例  出現
数  
合計
 直接形式  A 命令形式  連用形命令 命令  し、しなさい 13
直
接  





 C  依 頼 遂 行 形




 D  依 頼 疑 問 形
式  依頼疑問文











  勧誘文  勧誘  しよう 35
   当為文  勧め  したほうがいい 27












非明示表現   陳述文  判断を述べる  いいと思うよ、いいんちゃう  
古いほうやで  23
 
  陳述文  事 実 を 指 摘 す
る  
2 階も空いてるで、  4
 





   陳述文  同意を示す そうですそうです、そうそうそう 5 34
 中途終了   名詞止め  これ、もうちょっと上 16





を示したものである。数字は L 指示談話数である。  
 
表 6-3：談話パターン別直接形式・間接表現の使用状況       （L 指示談
話数） 
談 話 タ イ
プ  
直接形式・間接表現の使用状況 Ⅰ  Ⅱ①  Ⅱ②  合計  
Q-A 談話  ［a］直接形式のみ  1  1  
 ［b］直接形式・間接表現併用 5 2   
 ［c］間接表現のみ  13（7）* 1   
小計   19（7） 3 1 23（7）
T 開始談
話  
［a］直接形式のみ  17  2  
 ［b］間接表現・直接形式併用 13 4 2  
 ［c］間接表現のみ  13（3）  1   
小計   43（3） 5 4 52（2）
合計   62（10） 8 5 75
*カッコ内の数字は、そのうち非明示表現だけが使用されている L 指示談話数である。  
 
表 6-3 から以下の点が指摘できる。  
（1）行為指示達成に至る過程では（パターンⅠ）、Q-A 談話は、T 開始談話と比べて相
対的に間接表現の使用が多い。特に、間接度がもっとも高い非明示表現だけが使わ
れている L 指示談話が 19 例中 7 例を占めている。逆に直接形式の使用が少ない。  
（2）パターンⅠの T 開始談話では Q-A 談話とは逆に、直接形式が使用されている談話
が相対的に多い。直接形式だけが使用されている指示談話が 43 例中 17 例と 3 分の 1
以上を占めている。間接表現の使用は少なく、特に非明示表現だけでなりたってい
る談話は 43 例中 3 例だけである。  
（3）パターンⅠでは、直接形式と間接表現が併用されている談話が Q-A 談話、T 開始









（5）メンバーの反論にあって T が命令指示を断念するケース（パターンⅡ②）は 75 例








談話、4.2.2.で T 開始談話について検討する。  
4.2.1. Q-A 談話 
Q-A 談話はメンバーが T に対して指示を仰ぐ質問をし、T が返答している談話であ
る。L 指示談話の流れを単純化し、T の行為指示発話と聞き手の受諾の応答だけを取り
出して書きだしたものを表 6-4 に示す。  
表 6-4：Q-A 談話の連鎖:行為指示達成までのプロセス 
 直 接 形 式 と 間
接表現の連鎖  
要素の連鎖 L 指示談話番号  出現数
［a］直接形式のみ   qBy 69 1 
［b］直接形式と間接表現の併用  直接－間接  qADy 44  
  qBEBBBy 8  
 間接－直接  qFyBByD 13  
  qFBy 22、55 5 
［c］間接表現のみ   qEy 10、51、56  
  qE 58  
  qEqEy 38  
  qFy 49、   





  qFqFy 45  
  qF 59  
  qFyFFyEFF 9  
  qFqFFy 39  
  qFFyFyFy 60  
  qFqFqF 62 13 
    19 
＜直接形式＞ A：命令形式、B：テ形式、C：依頼遂行形式  
＜間接表現＞ D：依頼疑問形式、E：派生形式、F：非明示表現  
T の発話を大文字で、間接表現をゴシックで、また聞き手の発話を小文字で示す。  
ｑ：聞き手の質問、ｙ：聞き手の受諾発話  








ｑ  2814 FK I さんとこの人、一緒にしといたらいんちゃうん？ 
 2815 T I さんと F さんを一緒にする・・・ 
➡  2816 T ここ、F さんにし↑て。 
 2817 T そのほうがいい↓わ。 
 2818 T ↑ね。 
ｙ  2819 FK そのほうがいい。 
 2820 T そうそうそう、そのほうがいい、そのほうがいい。 
2815T で少し考えた後、2816T で直接形式で命令指示している。2817T 以降「そのほ
うがいいわ。」「ね。」などの発話が続いていることから、対案との比較の中でこの案を




5 例中 3 例は直接形式の前に間接表現（非明示表現）が使用されている。  
【談話例 6-2】談話番号 22、対参加者、作業場面：和太鼓の準備に来た人に聞かれる。  
ｑ  1110 FB ほんな、9 時半ごろにきたらいいですね？ 
➝  1111 T そうですね。 
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➡  1112 T セッティング、してください。 
ｙ 1113 FB はい。 
FB は参加者であり、双方が丁寧体を使用していることから分かるように社会的距離
が遠い。したがって、まず FB の質問に対して 1111T で肯定の返答をし、さらに直接形
式の丁寧体を使って意志を伝えていると思われる。丁寧な対応といえる。ちなみに相
手が役員の場合、了承だけで終了しているものもある。  
残る 2 例は直接形式の後で間接表現が使用されているものである。うち 1 例（談話







ｑ  1840 MW 管理人じゃあかんのやろうかな？ 
➡  1841 T ちょっと聞いてみ。 
→ 1842 T きいてみてくれる？いっぺん誰かに。 




形式が使われる。しかし、Q-A 談話では全体としては直接形式の使用は少ない。  
 
［c］間接表現だけで談話が完結している場合 
表 6-4 から分かるように、Q-A 談話ではこれが一番多い。間接表現だけしか使用さ
れていないが、［a］と同様、「質問―間接表現―受諾」と簡単に行為指示が達成されて
いる。次のような例である。  
【談話例 6-4】談話番号 49：対準備係、作業場面：花係が T の判断を聞きに来ている。  
 1939 FD ヤマホウシ、ひとついれようかな。 
ｑ  1940 FD どう思う？ 
➝  1941 T ああ、いいわいいわ。 











【談話例 6-5】談話番号 10：対役員、会議場面：  
ｑ  537 FK 食べるの、どうなりました？シートで。 
 538 MO もうやめよ。（うん） 
 539 FK お天気、よさそうよ。だからベランダで適当に食べて・・・。 
➝  540 T もう適当に食べたらええやん。 
ｙ  541 FK そのほうがええことないですか。 
ｙ  542 MO すいたとこででたべなはれ。 
 543 T そうそうそう。 
ここでは FK の質問に対して 540T で T は慣用形式の当為文で判断を伝えている。こ
の場面は会議場面であり、537FKの質問は必ずしも Tだけに向けられたものではなく、
まず 538 で MO が答えているが、540T の発話を受けてすぐに FK、MO から同意の発話
が続いている。T の判断の影響力を示すものであろう。  
まとめると以下のとおりである。  









4.2.2. T 開始談話 





表 6-5：T 開始談話の連鎖：行為指示達成までのプロセス 
  要素の連鎖  L 指示談話番号  出現数  計  
［a］直接形式のみ   B 28、33、35、36、40、65、
67、71、74 
9  
  BB 15、64、66 3  
  By 21、41、42 3  
  ByBy 29 1  
  BABAyA 18 1 17 
［b］直接形式と  直接－間接  BBFFy 5 1  
間 接 表 現 の 併
用  
 BE 16 
1  
  BEF 46 1  
  BEEEEEy 61 1  
 間接―直接 FyAByEF 1 1  
  FyCCy 2 1  
  FBDBEyEF 19 1  
  FyCy 30 1  
  EDyEB 23 1  
  EB 31 1  
  EBy 48 1 13 
［c］間接表現のみ   Dy 14、17、57、  3  
  E 32 1  
  E y 6、  1  
  EEyEy 25 1  
  EyEE 27 1  
  EyDyFyFyF 73 1  
  Fy 7、24、55 3  
  FyEEEE 61 1  
  FqEy 50 1 13 
     43 
＜直接形式＞ A：命令形式、B：テ形式、C：依頼遂行形式  
＜間接表現＞ D：依頼疑問形式、E：派生形式、F：非明示表現  









【談話例 6-6】談話番号 21：対準備係、作業場面：花をここへ置くようにいう。  
➝  984 T ここへおいといて。  













ている。（5 章談話例 5-10 参照）。  
 
［b］直接形式と間接表現が併用されている場合 
13 例あるが、13 例中 7 例では、間接表現が直接形式に先行している。次のような例
である。  
【談話例 6-7】談話例 48：対準備係、作業場面：花係の FD に枝切りをするよう伝える。  
➝  1914 T ちょっと、枝切って今、漬けといたらいいねん。 
 1915 FD 枝、ちょっと切ろかな、〔とおもって〕 
➡  1916 T 〔切ってあの〕、漬けといて↑。 
ｙ  1917 FD うん。枝, 
準備係の FD に対して T はまず、「漬けといたらいいねん」と間接表現で自分の判断
を示し、FD が同意見であることを確認した上のち、1916T で直接形式を使って命令指





のはまずい、と T は考えている。FM は役員で、会食準備のチーフ。  
 02 T：  [お料理はどうな（ ）] 
 03 FK：  ＝があと残るから：：、ｈｈ結[構忙しいよね：：。           ] 
 04 T：  [゜でも、°がちゃがちゃがちゃがちゃ]＝ 
➝  05 T ＝してもらったら困るんやけど[゜ね゜。] 
 06 FM：  [洗うのは]＝ 
ｙ  07 FM：  ＝やめ[ます。  ]  
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➡  08 T：  [＞やめとき＜]。やめとい↑て。 
 09 FM 音楽の[ときはね [きたないまま         ]＝ 
 10 T：      [うん、あの [がちゃがちゃがちゃがちゃ] 
ｙ  11 FM：  ＝で[おいときます。   
 12 T：  [そう。    
 13 T：  そう＝。 
 14 FM：  ＝°うん° 
 15 T：  ＝うん＝ 
ｙ  16 FM ＝もうやめ[ます↑ね。] 
➝  17 T：       [そうしましょうね。]＝ 
➝  18 T：  ＝うん。あのそうしていただかないと。がちゃがちゃ。 

































【談話例 6-9】談話番号 16：対役員、作業場面：  




➡  837 T ここ、かたづけといて↑。  
➝  838 T ちょっとみなテーブルを片付けてもろて、ご飯にしよ↑。  
 
【談話例 6-10】談話番号 61：対役員、作業場面：  
 2444 T MK さん↑、 
 2445 T これちょっと悪いけど、 
 2446 T ゴミが落ちているみたいだから、 
➡  2447 T 取って〔↑〕。〔きっぱりとした強い口調〕 
➝  2448 T これ、あかん。 
 2449 MK これ？ 
➝  2450 T あれはだめだめ、ごみごみ↑。 














［c］間接表現だけで談話が完結している場合   
【談話例 6-11】談話番号 6：対役員、作業場面：お茶を冷やしておくようにいう。  
➝  354 T ちょっと冷やしておいてほしいねん。  
ｙ  355 FK 朝、冷やしてます。全部冷やしてます。  
【談話例 6-12】談話番号 55：対準備係、作業場面：ジュースを冷やしておく必要があるが、
冷蔵庫がいっぱいだという話になる。  
➝  2139 T 2 階もあいてる↑で。  
ｙ  2140 FM 2 階、もってあがってもらいますわ。  
 2141 T ↑な↓あ  








































たケースをみる。8 談話あった。内訳は以下のとおりである。  
表 6-6：Ⅱ①の連鎖：反論後、行為指示を達成するまでのプロセス 
  要素の連鎖  L 指示談話番号  出現数  合計  
Q-A  ［a］直接形式のみ    0  
談話  ［b］直接形式と間接表現の併用 qFBnFFFy 60   
  qFBqQy 75 2  
 ［c］間接表現のみ  qFnEnFy 47 1 3 
T 開始  ［a］直接形式のみ    0  
談話  ［b］直接形式と間接表現の併用 FnGyDFEGB 3   
  EnCnFFEy 4   
  En（BBB）EFyFyB 11   
  BnFyFyFyBy 53 4  
 ［c］間接表現のみ  FnEnEnF 37 1 5 
 合計    8 8 
＜直接形式＞ A：命令形式、B：テ形式、C：依頼遂行形式  
＜間接表現＞ D：依頼疑問形式、E：派生形式、F：非明示表現  
T の発話を大文字で、間接表現をゴシックで、また聞き手の発話を小文字で示す。  
ｑ：聞き手の質問、n：聞き手の反論発話、ｙ：聞き手の受諾発話、  
G：議論の連鎖：「質問―返答」の隣接対が複数回、繰り返されている場合  
表 6-6 から以下の特徴が指摘できる。  







ものが多く、Ⅱ①タイプ 8 例中 6 例が併用談話である。  
（3）T 開始談話では長い談話の最後に直接形式が使用されている例が多い。併用談話 4
例中 3 例で最後に直接形式が使用されている。  







【談話例 6-13】談話番号 53：対準備係、作業場面：T は当然ビニール袋があると思い、そ
のビニール袋を用意するよう指示を出したところ、「ない」という返事が返ってくる。
FS1、FS2 は準備係、FM は役員。  
 
 2078 T あんた、ビニール袋、あった？  
➡  2079 T ビニール袋、用意しといて↑や。 
ｎ  2080 FS1 こうてないやん。 
 2081 T どっか、ビニール袋、もってきたやんか、たくさん｛いらだった口調で｝。
 2082 FM もってきたよ、あれ。 
 2083 FM 子ども会がほしい、っていうて。 
 2084 T どこかにもってきたよ、ようさん、↑な↓あ。 
 2085 FS1 ビニール袋、用意せなあかんよ。 
 2086 T いえ、ようさん、あるねん。 
 2087 T あるねん、あるねん、ビニール袋ビニール袋。 
   （中略） 
➝  2110 T これもこれもふくろ。 
ｙ  2111 FS2 OKOK。 
➝  2112 T もう、あるものわたしておいてあげたらね。 
ｙ  2113 FS2 うん、そうやなあ 





 2129 T こんな小っちゃいのでいける？ 
 2130 FS2 大きい↑よ、ほら、マチがついてるからね。 
 2131 T ええやん、臨機応変、どれでもええ↓やん。 
➡  2132 T 2 階へもっていっといたげ↑て、そう、全部。 








んあるねん」と釈明し、FM とともに自ら探し始める。幸い、見つかり 2110T や 2112T
で非明示表現を使って手渡し、メンバーから受諾が返っている。2132T で改めて直接











【談話例 6-14】談話番号 4：対役員、会議場面：子ども企画の責任者の FO と準備作業の予
定を打ち合わせている。  
➝  246 T 
で、ほんとはね↑、３時とか４時くらいからね↑、翌日の準備に入って
ほしいねん↓。 
ｎ 247 FO それね、ちょっと〔あの〕、 
➡  248 T 〔お願いしますよ〕。 
ｎ 249 FO 説明しようと思ったんですけどね、前日に全部、設定したいんです。 
➝  250 T だから４時に、4 時に。 
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 251 FO 
２階に机を並べて、２階がね指文字とそれからクラフトと折り紙なんで
すよ。 
➝  252 T だからそれは任せるから、設定をね↑、 
 253 FO 明日の残ったときにあのやって。 
➝  254 T 何時、何時からって決めておきましょう。そしたら、 
ｙ 255 FO 終わった時点から。 
 256 T 終わった時点から。 
 
246T で T は準備作業を開始してほしい時間を慣用形式で伝えるが、FO から躊躇す
るような応答があり、望ましくない応答が返ってくると察知した T がその発話とオー
バーラップし、「お願いしますよ」と直接形式で促している。しかし、なかなか期待し
ている返事が返ってこないため 250T、252T でたたみかけ、254T では慣用形式でさら
にはっきり伝え、結局 255FO で「終わった時点から」という期待する返答を引き出し










―返答」の隣接対が何度も繰り返されている発話には、文頭に G をつける。  
【談話例 6-15】談話番号 3：対役員、会議場面：式典の招待客に記念の昆布を渡すことに
なっており、その渡し方について T が説明している。T は昆布を入れた袋はポケッ
トに入れるのは難しい（から、記念品は後で渡す）というつもりだったが、その途
中、ポケットに入る、という反論が出る。  
 141 T こういう風になっております、きれいにね。 
 141 T 袋まで A さんがちゃんと用意していただきましたので、// 
➝ 142 T ま、これをちょっとポケット入れるいうのも[ちょっと難しい]  
ｎ 143 MY [入るわ] (FK：笑い) 





G 145 T え？はいります、これ？ 
   （0.7） 
G 146 MY 十分、入る。 
G 147 T どうです、はいります？ 
G 148 T ちょっとおおきいんじゃないです？ 
G 149 MY はいるで。 
G 150 FK 入るんやったら初めに渡しておくほうが[いいかもわからんけどね？] 
G 151 MY [ぜったい、ええよ。] 
G 152 T ↑ね。おかしいよね？それで↑ね。 
G 153 MY 手間や↑で、これ、二回配るの。 
 154 T 
いやいやいや、ここへ出るときにね、受付で、受付の方にいてもらって、あ
の先に帰りはる人がいるんです。 
 155 T 市長さんなんか次の会がありますので↑ね。 
 156 T ＜何人かが＞お帰りになります。 
 157 T ま、知れてると思います。 
 158 T [その人にはね、先に渡して]、 
 159 MO [これと引き換えに渡して、] 
 160 T うん、そうそうそう、リボンとね、[そうですね。] 
 161 MO [名札持ってはる人は]必ず招待客やから。 
 162 T で、これをお渡ししていただいて、そのあとは立食に入ってはるから、 
G 163 T 立食が終わった段階↑で（2.0）やな？｛改まっていた口調が普通に戻り｝ 
G 164 MK いや、途中で:::(0.3)帰るひともあるでしょ？ 
G 165 T T：途中で帰る:::(0.3) ＜立食は＞：：：途中で帰る？ 
G 166 MK いやいや。 
G 167 T ま、ばらばらばら、＞あ、ごめん＜立食の前に帰る人には渡すやろ？ 
G 168 MO ふん、だからそれな、[やっぱりな。] 
G 169 MB [ぱらぱら帰りま]すよ。 
G 170 MO 終わった時点で 
G 171 T 
あ、だからとにかく、リボンと引き換えに渡せばいいのよ、みんなに：：：（0.2）
な？。 
y 172 MK OK 
 173 T そうそう、竣工式が終わった段階で。 
 174 MK [じゃあ、これ受付へ] 
 175 MO [（・・・・）している間にも]帰る人いる。 
 176 T そうです↑ね。そうですそうです。 
 177 MK [受付の人、だからね。] 
 96 
 
➝ 178 T [お願いできますか？] 受付のところでちゃんとしておいて。 
 179 FK それで上もいかんならんから↑ね、[下駄箱もいれんならんからんから。] 
 180 T [それでおリボン、ちゃんとみて] 
 181 FK 分かれて↑ね、上と下と分かれて、 
 182 MS じゃ、FK さん、ちょっというたげな。 
 183 MY ちょっと待って↑よ。 
 184 MN それは受付の場所はどこでやるの？ 
 185 FK ええ？また言うことが：：：：。 
 186 MS 
リボンはお返し願います、と、あの御土産はそのときに渡します、というたげ
な。 
➝ 187 T ああそうやね、はい、いうたげな。 
 188 FK 終わったとき、竣工式終わったときね？。 
 189 T そうそうそう。 
 190 FK あ、それ、ほんとに一言、[言ってください。] 
 191 MS [言わんとわからん]、リボン、そのままの人、ある。 
 192 FK そうや、[つけて帰る、] 
 193 T [リボンと引き換えに↑ね]、記念品、 
 194 MS もらえると思うからね。 
 195 FA 最後に手土産、ありますので、ということだけ、お伝えください。 
 196 FK ようけいわんならんやん。｛一同笑い｝いややな。そんなん。 
 197 T あんた、ええやん、ええ。 
 198 MY 関係のない人がいきなり言うことじゃない、そんなこというたら。 
 199 T いや、リボンがあるから、（0.6）↑な〕、リボンがあるから// 
➝ 200 T そうさせてもら↑お。 
   （中略） 
 213 MY あの受付の方がまたスタンバイ：：： 
 214 T そうそうそう。おんなじようにスタンバイして。 
 215 MK ｛8 人の名前を列挙｝この方が適当に↑ね、 
➡ 216 T 言うといて↑ね。 
 217 T お帰りの際にて[おみやげをいただいてください、って。] 
 218 FA [あの、FK さん、その最後の言葉だけ]付け加えてください。
 219 FA お願いしておきます。 
143MY の反論後、T の最初の反応は「質問」である。T 以降、145T、147T、152T と
3 度、「質問―応答」の挿入連鎖が繰り返されている。152T でみんなの意見を確認した












令指示を伝えている。MS から司会の FK がそのことをアナウンスすべきだという提案
が新たにだされ、T はその提案に間接表現（当為文の中途終了）で同意を表し、さら
に、FK の抵抗に対しては間接表現（勧誘文）でその実行を求めている。メンバーから



























下の例は作業場面で、相手は役員の 1 人である。  
【談話例 6-16】談話番号 37：壁に額を止めようとしている。MY は役員。  
➝  1668 T はい、それで、これとこれをな〔↑〕、真ん中、真ん中。 
ｎ  1669 MY それ↑、かとうて(硬くて)はいれへん、とかいうてたで↑。 
➝  1670 T 
これでね、こうやって、ウチの持ってきたんやけど、これで押しピンでこことこ
こと、こうやって、ちゅっとここにつけてほしいねん。 
ｎ  1671 MY だから、ちゅっとつけるの、つけへんねやて↑。 
 1672 T でも、これ、押しピンだもの。 
 1673 T これ、押しピン、するもんだもの、いけるよ。 
➝  1674 T ぎゅっとおしてくれたらいい。 
 1675 MY こんなちょっとでいいの？ 
 1676 MY あぶないで。あぶないで。 
ｎ  1677 MY あかんあかん。 
 1678 T でもこの長さはいけるようにしてあるはずや。 
 1679 T 押しピンやから【【。 
 1680 MY 】】だから、紙とかはね、いける。 
 1681 T これでいけます、ってきのういわはったよ〔↑〕。 
 1682 MY ほんま？ 
 1683 T これぐらいやったらいけるんちゃう？ 
➝  1684 T もっとコンコンコンコンってうってくれたらいいんちゃう？ 
ここでは相手の反論を抑えながら次々に間接表現で指示を伝えている。最後に MY

























であり、5 談話あった。内訳は以下のとおりである。  
 
表 6-7：Ⅱ②の連鎖―反論後、行為指示を断念するまでのプロセス 
  要素の連鎖  L 指示談話番号  出現数  
Q-A 談話  ［a］直接形式のみ  qBn 70 1 
T 開始談話  ［a］直接形式のみ  Bn 34  
  Ayn 72 2 
 ［b］直接形式と間接表現の併用 AnEyEyEynGn 52  
  EnBn 63 2 
    5 
＜直接形式＞ A：命令形式、B：テ形式、C：依頼遂行形式  
＜間接表現＞ D：依頼疑問形式、E：派生形式、F：非明示表現  




表 6-7 で分かるとおり、T の直接形式のみでの行為指示に対して反論が返ってきてい
るのが 5 例中 3 例ある。これは T が受諾されると想定して直接形式でおこなった行為
指示に対して反論が返ってきたものである。また、談話例 63 も慣用形式に続いて直接







➝  1617 T ほな、テーブルを全部、だして↑。  
ｎ 1618 FK そやから、みんな来てからのほうがええやろ？  
 1619 T そうやあ。  
T 開始談話でみたような簡単な指示のつもりで直接形式を使用したところ、副会長の
FK に認識の誤りを指摘されたものである。すんなり納得して断念している。同様にほ









➡ 1990 T ゴミ箱、使いなさい、あのきれいなゴミ箱。｛少し、いらだったように｝。 
ｎ 1991 FK ええー？ 
 1992 T あのコーナーのゴミ箱、きれいなんが、 
ｎ 1993 FK あれやったらいちいち、こうせんなん↑で。｛ふたを開ける真似をする｝ 
 1994 T え？ええやん、ちゃんといれていれりゃあ。 
 1995 FK いやあー。 
 1996 T ふた、あけっぱなしにしといてもええやん。 
 1997 T あけっぱなしや。 
 1998 FT なんて？結局、ここどないするの？ 
 1999 FS あんな大きなゴミ箱使うの？ 
 2000 FT ほんまや。ええ？結局、ここどないするの？靴で入らへんの？ 
 2001 T こーれ↑〔大きな声でいらだったように〕。 
 2002 FK これかいな。｛笑い｝ 
➝ 2003 T 
たったこれだけのもん、〔がんがんたたく〕使ったらどうですか、いうてん
の、これを。 
ｙ 2004 FS そうやね。 
➝ 2005 T これを使ったらどう？このなか、いれてもらったら。 
ｙ 2006 FK そりゃ、そのほうが、きれいね。 





ｙ 2008 FS そうしようか。 
   （中略） 
ｎ 2013 FK ふた、あけとい↑て。 
 2014 FK あけとい↑て、あくかなんかしとかんと。 
 2015 FK あけたりしめたり、こわれてまうで、あけたりしめたしよったら。 
 2016 FS そうや。 
G 2017 T とれない？ 
G 2018 FK とれないの。 
G 2019 FS ああ、これ、とれないのか？ 
G 2020 FK 機械がここずーっとこれがあるから、これ、はずそうや、これ。 
G 2021 T いけるか？ 
G 2022 FK わー、どうやろ。こわいわ。 
 2023 FS わー、はずしてこわれたらいややから。 
 2024 FS 壊れたらいややから・・・・ 
 2025 FK なんかないかいな。 
 2026 T ちょっと待って、ちょちょちょっと待って、ちょっと待って。 
 2027 FT 下曲げたら外れる。 
G 2028 T こことここ、止めておけばいいだけの話しちゃうん？。 
G 2029 T ここから、止めたら〔↑〕、ここで、ガムテープで。 
G 2030 FS ああ、テープで？ 
 2031 FK ここでとれないかね？、ここで。 
 2032 FM [桶じゃ悪いか？梅の桶じゃ。] 
 2033 T [ああ、上で、外れるわ。] 
 2034 T ひっぱったらはずれるんちゃうん。 
 2035 T ああいけた。 
G 2036 T あああ、ここのところがどうかいな？これは。 
G 2037 FK もうええ。 
G 2038 FS あ、いやいや、なんとかあいてる。 
G 2039 FS こっちがあいた、み↑て。 
G 2040 T ああ、ここに、引っ張ったらいいん↓か。 
G 2041 T いや、でもこれ、ちょうつがいなってる。 
G 2042 FK あかんあかん、｛笑い｝あかんあかん｛笑い｝ちょうつがいになってる。 
G 2043 FK もうあの、壊したらあかんから、もういい、いい。 
   （中略） 
 2066 FK もうええ、ええ。 
 2067 FK とらんと↑こ。 
 2068 FK もうあかん、そらあかん｛大声で｝。 
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 2069 FS もう、やめとこ。｛口々に｝ 
 2070 FK ここがはずれないとだめだめだめだめだめ。 













2068FK でこの方式をやめようという FK の提案にみんなも同調し、最終的に T の案は
廃棄された。  

























































































































































である。その直接形式での命令指示がメンバーから T へもおこなわれている。  
そうした行為指示が見られるのは、そのメンバーが担当する部門においてである。
次の談話例は、マイクテクトの場面である。  
【談話例 7-1】対 T、作業場面：竣工式で挨拶する T に合わせてマイクの調整をしている。
指示を出している MK、MS、MN、MY は会場設営担当の男性役員。行為指示の直
接形式に➡、間接表現に➝を各発話の文頭におく。  
 2507 T なんか、はずかしいね。 
 2508 MK 入ったと思うけど、T さん。 
➡ 2509 MK T さん、み↑て。 
 2510 T 「本日は晴天なり。」 
 2511 T はい、はいりました。 
 2512 T いい？音量、「皆様、こんにちは｛改まった口調で｝」。 
➝ 2513 MK ちょっと大きい。 
 2514 T はい、こんにちは、いいなさい↑よ。｛聞いている人に向かって冗談で｝ 
➝ 2515 MS ちょっと大きい。 
 2516 T おおきい？大きすぎるって？ 
 2517 T どうしたらいい・・・。 
➝ 2518 MK 右の端のボリュームを、 
 2519 T はい、「マイクテスト。マイクテスト」。 
 2520 MK 右端のボリュームがあるやろ？。 
➡ 2521 MN もっと小さい声でゆっ↑て。 
 2522 T ｛しとやかにかわいらしい声で｝はあい。｛一同：笑い｝ 
  T 「みなさま、こんにちは、お元気？」 
➝ 2523 MY まだおおきいわ。 
 2524 FT 疲れた。 
 2525 T ｛疲れた声で｝つかれたなあ。 
  MY ｛笑い｝ 
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  T そやけど、ほんまに、やて｛自分で笑い｝ 
 2526 T ｛普通の声に戻って｝「はい、マイクテスト。」 
➝ 2527 MY 絶対大きい。 
 2528 MS まだ大きいな。 
 2529 T まだ、おおきい？ 
 2530 MY そんでこれ閉めんやろ？？。〔当日は窓を閉めるのだろうの意〕 
 2531 T そうそうそうそう。 
 2532 MK ちょっと T さん。 
 2533 T 「マイクテスト」どうですか？ 
 2534 FT もう一息。 
 2535 T もう一息。 
 2536 T 「マイクテストマイクテスト本日は晴天なり」。 
➡ 2537 MN もうちょっと離して↑み。 
 2538 T 「本日は晴天なり」。 
 2539 MY ちょうどいい、ちょうどいい。 
 2540 MN 小さい小さい。 
➝ 2541 MN もうちょっとマイクのほうへ。 
 2542 T 「はい、本日は晴天なり」 
 2543 一同 それぐらい！それでええわ。 
 2544 T これでいい？いいですか？ 
 2545 MS いいです。 
   （中略） 
➡ 2731 MO もういっぺん、Tさんやっ↑て。 
 2732 FK はい、T さん。 
➡ 2733 MO きい↑て。 
➡ 2734 MS 会長、しゃべっ↑て 
 2735 T え？わたし？はい。「ええ皆様こんにちは。」 
 2736 MO OK。大丈夫。 
 2737 T 大丈夫？OK？。 
 2738 MO 今のボリュームや。今の大きさでいい。 
 2739 T そう↑。 











女性の場合もある。次の例は女性副会長の例である。6 章の談話例 6-18 でも引用し
た例である。  
【談話例 7-2】対 T、作業場面：靴を入れたビニール袋を回収する箱をどうするかみんなで
検討している。T が提案したごみ箱に対して「蓋があるため不便だ」と FK が反論し
ている場面である。  
➡  2013 FK ふた、あけとい↑て。 
➡  2014 FK あけとい↑て、あくかなんかしとかんと。 
 2015 FK あけたりしめたり、こわれてまうで、あけたりしめたしよったら。 
 2016 FS そうや。 
 2017 T とれない？ 
 2018 FK とれないの。 
 2019 FS ああ、これ、とれないのか？ 
➝ 2020 FK 機械がここずーっとこれがあるから、これ、はずそうや、これ。 
 2021 T いけるか？ 
 2022 FK わー、どうやろ。こわいわ。 
 2023 FS わー、はずしてこわれたらいややから。 
 2024 FS 壊れたらいややから・・・・ 
6 章で見たとおり、T の直接形式で始まった行為指示談話が、メンバーの反論を受け、
T のアイデア提示によっていったんは T 方式に賛同がえられたものの、2013FK、2014FK
で直接形式でおこなわれた副会長 FK の命令指示を境にして、T と FK の立場が逆転し
ていく。このあと、FK を中心にして談話が展開し、最終的に T 案は却下されるのであ
る。  
このようにメンバーが T に直接形式で命令指示をおこなっている場面は、FK による
ものがもう 1 談話、男性メンバーによるものがもう 2 談話ある。直接形式での T に対
する命令指示は男性役員と FK だけだが、他の役員も T に対して直接形式は使用して



































































 ７章 メンバーの関与 
3.2. 受け手の応答例 











T の    会議 場面   作業 場面    
発話  応答型  具体例  役員  準備係 役員  準備係  参加者  計  合計  
直接  はい  はい  1 1 1 4 2 9  
形式   はいはいはい    1 1  2  
  うん    1 2 1 4  
  さよか    1   1  
  そう？     2  2 18 
 無   4 2 10 5 0  21 
 その他   3  14 4 1  22 
 小計   8 3 28 18 4  61 
間接  はい  はい    1 1  2  
表現   うん    1 1 1 3  
  へえい    1   1  
  ああそうなの    1   1 7 
 その他   5  5 2   12 
 小計   5  9 4 1  19 
 合計   13 3 37 22 5  80 
 
表 7-1 から次のことが分かる。  
（1）応答として一般的な「はい」という応答は全体的にそれほど多くない。特に役員
ではほとんど使用されていない。直接形式での行為指示発話後、参加者の場合は応
答期待位置の 4 例中 2 例（50%）で「はい」と言っているのに対して、準備係は 21






















  会議  場面   作業場面     
 その他の応答例  役員  準備係 役員  準備係  参加者  計  合計  
直接  意志を述べる  1  2 1  4  
形式  意見を述べる  2  3 1  6  
 感謝を述べる    1 2  3  
 質問する    8  1 9 22 
間接  意志を述べる  1     1  
表現  意見を述べる  4  2   6  
 事実の指摘    1   1  
 感謝を述べる     1  1  
 質問する    2 1  3 12 
 計  8  19 6 1  34 





















まず、もっとも社会的距離の遠い参加者の例である。応答期待位置 4 例中 2 例で「は
い」と応答されている。行為指示発話に→、応答発話に☛をそれぞれの発話の文頭に
つける。それぞれの該当場所に波線の下線を付ける。  
【抜粋 7-1】対参加者：作業場面 ：式典で和太鼓の演奏をする FB が太鼓を搬入して
帰る。  
  01 FB すみません、じゃあ、 
  02 T はい。 
  03 FB ほんな、明日は 9 時半ごろにきたらいいですね？ 
  04 T そうですね。 
 →  05 T ほでセッティングしてください。 
 ☛ 06 FB はい。 






【抜粋 7-2】対準備係、作業場面：子どもに渡すビニール袋を見つけ、それを 2 階に持って
行くように指示している。  
  01 T こんな小っちゃいのでいける？ 
  02 FS2 大きい↑よ、ほら、マチがついてるからね。 
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  03 T ええやん、臨機応変、どれでもええやん↓。 
 →  04 T 2 階へもっていっといたげ↑て、そう、全部。 
 ☛ 05 FS2 はい、もってあがっとこ。 




 次に、役員が「はい」を使用しているのは以下のような状況である。  
【抜粋 7-3】対役員、会議場面：喫茶担当係を確認している。  
  01 T ほで（0.2）＜コーヒーが＞その間にもうちょっと（0.8）  
  02 T 誰か立てていただくのちょっとそれを〔お手伝い〕  
  03 FK 〔S 会や  〕  
  04 T S 会、＝  
  05 MS ＝それね、（0.3）MY さんと僕と（・・・）の４人、  
  06 MK 〔それを決めたい。〕  
  07 MS 〔・・・・・・・・・・・・・・〕ふた〔りと  〕MY さんとぼくと。＝  
  08 T                〔はい。〕  
  09 MS ＝4〔人〕  
  10 MK  〔あ、〕そうですか。  
  11 T お願いしておきます。（0.3）はい。  
  12  （1.4）  
 →  13 T ＜ずーーと＞すみませんけどもおね〔がいして〕おきます。  
 ☛ 14 MS 〔はい〕。  
 ☛ 15 MK 〔はい〕。  
  16 MK （0.6）で、その間、  
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役員の場合、「はい」の変形も用いられている。次の例のようなものである。  
【抜粋 7-4】対役員、作業場面：T が机を 2 階から下ろすよう指示している。  
 →  01 T ほんな（.）ちょっとだれかたす てつどうてあげて？ 
  02 T ちょっと（.）男の人。 
 →  03 MS テーブル（.）いっこもってきてほしい。 
 ☛ 04 MY へ::：い。 
この「へーい」はほかでは用いられておらず、MY が通常使う形式とは思えない。「は
い」の代用として、少し冗談めかせて使用していると思われる。  










【抜粋 7-5】対役員、作業場面：メンバーの質問に応えて 2 階へ持っていくように指示
している。  
  01 MW こ なんでここにこんな＞んあるのん＜。 
  02  （0.6） 
  03 T あ（0.1）＞それそれ＜ それ、２階へ＝ 
→  04 T ＝＞ほな 2 階のところへおいといたげて↑＜靴のところへ。 
※  05 T （6.0） 
  06 F ごちそうさま。 
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  01 MK 時間的には[どうです：？料理は]洗いもん＝ 
  02 T： [お料理はどうな（ ）] 
  03 FK： ＝があと残るから：：、ｈｈ結[構忙しいよね：：。           ] 
  04 T： [゜でも、°がちゃがちゃがちゃがちゃ]＝ 
 ➝  05 T ＝してもらったら困るんやけど[゜ね゜。] 
  06 FM： [洗うのは]＝ 
 ☛ 07 FM： ＝やめ[ます。  ]  
 ➡  08 T： [＞やめとき＜]。やめといて↑。 
 ☛ 09 FM 音楽の[ときはね [きたないまま         ]＝ 
  10 T：     [うん、あの [がちゃがちゃがちゃがちゃ] 
 ☛ 11 FM： ＝で[おいときます。   
 ☞  12 T： [そう。    
 ☞  13 T： そう＝。 
  14 FM： ＝°うん° 
  15 T： ＝うん＝ 
 ☛ 16 FM ＝もうやめ[ます↑ね。] 
 ☞  17 T：      [そうしましょうね。]＝ 
 ☞  18 T： ＝うん。あのそうしていただかないと。がちゃがちゃ。 
05T の間接表現の途中から FM は T の意図を感じ取り、T にすべてを言わさず、T の
発話とオーバーラップし、自分の意志として「やめます」と片づけをしないことを述
べている。それを聞き、08T で T が改めて直接形式で明示的に行為指示をした後も、
それに対する応答はなく、「きたないままでおいときます」「やめますね」という形で











  01 MO：  マイクの設営 だれがやるの？ 
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  02 MK：  （0.5）え？ 
  03 MO：  マイクの設営。 
  04 MK：  マイクはもうはじめ：：：［今、］ 
  05 MO：  [設営は］＝ 
  06 MO：  ＝どなたがやりますのん。 
  07 MY：  もう使う人がやったらええやん。 
  08 MK：  （.）どこのそと？（0.1）そと？ 
  09 MS：  （2.0.）そとにマイクいるかい？ 
  10 MO：  ちがいますのん？ 
  11 T：  ゜＞いやいや＜゜［そ］ 
  12 MO：             [直前] 
  13 MS：  （・・）やったらやっぱり（・・・）入れたりとか、 
  14 MK：  いやいや、私ども、 
  15 FK： もうあとは適当にして、 
  16 MO：  うんうんならわたし 10 時半ごろそとへ出てばたばた［して、］ 
  17 MK：  ［あ、いやいや］＝ 
  18 MK：  ＝あ、いや、それでしょ？ 
 ➝  19 T：  いや最初に［しといてもろたらもう] ＝ 
  20 FK:         [（・・・・・・・・・・・・・・）] 
 ➝  21 T: ＝もう今日（.）しといて↓、 
  22 MK：  あとはもう電源、押したらいいだけやから、 
  23 T：  うん、電源押すだけに[しといて↓、］ 
  24 MO              ［どうしてもせえ］＝ 
  25 MO：  ＝いわれたら（・・・）（.）朝まで(.)あの(.)説明うけたやろ？ 
  26 MK：  うん（.）うけた。 
  27 FK： （・・・・・ちゃう？） 
  28 MO：  音量が大きすぎた。 
  29 MS：  あ、きこえてたん。 
  30 MO う［ん。］ 
  31 MN：  ［音量が］大き［すぎたから］＝ 
  32 MS          ［ああ、だから］ 
  33 MS：  ＝むらになる。 
  34 MY：  や、いっぺん今日（.）今日［するやんか。今日するからいっぺん（.）]＝ 
 ➡  35 T：                  [やってみて？（.）やってみてちょうだい？] 
 ☛ 36 MY：  ＝[やったらいいねん。 
 ☛ 37 MO：  [＞もうもう＜スイッチおすだけやで。 
 ☞  38 T：  そうそう［そうそう。それより（・・・）言うてくれたらわかる。  
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  39 MK:      ［スイッチおすだけ。あとはボリュームだけ。 
当初、明日の直前でもいい、という方向に流れそうになっていたが、19T、21T で T
は「今日しといて・・・」とそれとなく述べている。これは、下降しており、テ形命























返答発話に A をつける。  
【抜粋 7-8】対役員作業場面：生け花を担当している準備係のために、テーブルを 2 階から
下ろすよう男性役員に指示。  
  01 T：  ほなここにテーブル（.）ひとつ。 
  02 FD：  はい。 
  03 T：  ここへ[ほな]男の人↑ね（.） 
  04 FD：      [はい]          
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  05 T：  [テー]ブル[ひとつ]  
  06 FD：  [はい]   [はい ] 
  07 T：  上から。 
  08 FD：  [運ん]で[もらおう]かな？[ここへ]。 
  09 T：  [はい]  [はいはい]   [あの：：]＝ 
  10 T：  ＝うえ（.）上の物置から↑ね（.）あのテーブルの＝ 
 ➡  11 T：  ＝あの茶色いやつ[ひとつ下ろしといて？下ろしてあげてくれる？]  
  12 FD：             [茶色いやつちょっと・・・・・・・・・・・・・・・・・・）] 
 Q 13 MS：  なに（.）するん。 
 A 14 T：  ちょっとここでお花、[活けはんねん。   ]＝     
  15 FD：                  [お花いけんのに↑ね]、 
  16 T：  ＝お花活けはんねん[明日] 
  17 MS：               [ふ::ん] 
 ➡  18 T：  ほんな（.）ちょっとだれかたす てつどうてあげて？ 
  19 T：  ちょっと（.）男の人。 
  20 MS：  テーブル（.）いっこもってきてほしい。 
 ☛ 21 MY へ::い。 
 ☞  22 T きいつけて[や。] 
これは「はい」の個所で、「へえい」の使用について引用した【抜粋 7-4】の前の部
分である。11T での行為指示に対して MS から「なにするん?」という質問が出、T は
14T、16T で返答として理由説明をおこなっているが、その後に、挿入連鎖が入る前の
行為指示に対する応答はおこなわれていない。したがって、T は 18T で再度、行為指
示をおこなっている。それに対して先ほど質問した MS は T の代わりに 20MS で行為
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次の例はこれまでにも引用したが、本データ中、もっとも強い行為指示の例である。
T の行為指示の拘束力も最も強く、受け手の負荷も最も大きなものである。ここでも
行為指示発話の後、質問がおこなわれている。質問発話に Q、返答発話に A をつける。  
【抜粋 7-9】対役員、作業場面：MK は会場設営の責任者。他の男性役員と協力して試行錯
誤の末，竣工式後の会食会のテーブルセッティングを素早くおこなうため、テーブ
ルの位置を示す小さな白いテープを床に貼ったが，T がそれを見咎める。  
  01 T ((独り言で))これはいかんわ。 
  02 T ゴミが落ちてるわ：：。いかん。 
  03 MN (・・・・・)いてあるねんで。 
  04 T 要らん要らん要らん（.）ゴミが落ちてると思う。 
  05  （中略） 
  06 T MK さん↑。 
  07 MK はい。 
 ➡  08 T これちょっと悪いけどゴミが落ちているみたいだから取って↑。 
  09 T ＞これあかん↑＜。 
 Q 10 MK これ？ 
  11 T あれはだ::めだめ（.）ごみ（.）ごみ。 
  12 T あとはみえへんけど（.）これは＞いかん＜。 
  13  （1.7） 
  14 T とってもろたほうがええ。 
 Q 15 MK そっちもあったんちゃう？ 
 A 16 T ＞取った取った＜。 
 Q 17 MK 取った？ 
  18  （1.6） 
  19 T これはまだかまへんけど↑ね（0.2）もうちょっとそれはいかんわ。 
  20 T （0.6）ここはみんなが[通る。] 
  21 FK：  [そうやね]通路[やね。] 
 ☛ 22 MK [はい。] 
08T の行為指示のあと、MK は 10MK で質問しているが、その質問に対して T は返
答せず、11T から 14T で間接表現ながら強い調子で行為指示をたたみかけている。15MK
の質問に対しては 16T で返答しているが、17MK の質問には答えず、そのかわり 1.6
秒のポーズの後、19T で「これはまだかまへんけどね、もうちょっとそれはいかんわ。」
とそれが見過ごせないことを再度、述べている。10MK は応答期待位置であるが、そ





も考えられる。したがって T もまたきちんと返答していないのである。  




































































【談話例 7-3】対役員、食事場面：翌日の竣工式で喫茶係になる MY、MS がリハーサルを
兼ね、役員メンバーにコーヒーをふるまっている。  
 1439 FK ちょっとすみません、ボーイさん、ボーイさん、ボーイさん、すみません。 
 1440 MY はーい、皿？ 
 1441 FK 
いや、ちゃうけど、私、もうちょっとええコーヒー茶碗でほしいけど、やて｛笑
い｝。 
  一同 ｛笑い｝ 
 1442 MY MS さーん。ちょっとあの、いれるのへたやで。 
 1443 MY 一杯、もれてるでー。｛笑い｝ 
 1444 MS コップ、われてるのちゃうか？ 
 1445 FS ちゃうちゃうちゃう。 
 1446 MS 俺、ちゃんと入れたで。 
 1447 MS ほんなあれや、MY さんや、 
 1448  ｛一同爆笑｝ 
 1449 T もう、みんな、責任転嫁｛笑い｝。 
   （中略） 
 1459 T ああ、おいしい、やっぱり。 
 1460 FS MS さん、おいしい。 
 1461 MS あ、ほんと↑。 
 1462 FK おいしいわー。MS さん。 
 1463 FT そりゃ、コーチがええもの｛笑い｝。 
 1464 FS コーチええんやて↑｛笑い｝。 
 1465 FT MS さん、コーチのゆうとおり、したもん↑な↓。 
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 1554 FM あの唐揚げ、二度揚げ。 
 1555 FT 二度揚げせんと、中まであがらへん。 
 1556 FM ７分８分、位まで揚げて、それでもう一度、このくらい、揚げるでしょ？ 
 1557 FM それででまた最初からまわったら二度揚がりになるから。 
 1558 FM 火だけ通しましょうね。はい。 
 1559 T そ、火だけね。 
 1560 FM 
もう、でもね、みんな、ね、唐揚げ粉でする人、いろいろあるんですよ、もう、
めいめいでね、味付けしてもらいます。 
 1561 T あ、そうそう、いいとおもうわ、そうそうそう、それでいいと思う。 
 1562 T な↑、お口もいろいろやから。 
 1563 FK たいへんだ。 
 1564 FM ほうぼうのテーブル、まわってください。ね。 
 1565 T ほうぼうのテーブル、いくわな↑。 
 1566 FM そうそうそう。 
 1567 FT ほうぼうのテーブルでな、えび一匹ずつ食べてもろたら足らへん｛爆笑｝ 
 1568 T FT さん、入るときに、「えびは一匹、なす、一切れ。」〔気取って言う〕。 
 1569 FT 「スモークサーモン、一切れ。」｛笑い｝ 
 1570 FS みはっとかな｛笑い｝。 
 1571 FT 3 匹ずついく人たぶんいるで｛笑い｝。 
 1572 FM そうか、えびはほうぼうのテーブルで味わえないんやな。 





いて頻繁に見られる。T の発話中、冗談と思われる発話は 45 例あるが、すべて、役員
間でおこなわれている。食事場面のリラックスした雑談の中で 12 例あるほか、作業場






 2519 T はい、「マイクテスト。マイクテスト」。 
 2520 MK 右端のボリュームがあるやろ？。 
 2521 MN もっと小さい声でゆって〔↑〕。 
❤ 2522 T ｛しとやかにかわいらしい声で｝「はあい」｛一同笑い｝ 
❤   ｛引き続きかわいらしい声で｝「みなさま↑、こんにちは、お元気？」 
 2523 MY まだ大きいわ。 
❤ 2524 FT 疲れたー。 
❤ 2525 T ｛疲れた声で｝「つかれたなあ」、 
  MY ｛笑い｝ 
  T 「そやけど、ほんまに」やて。｛笑い｝ 









【談話例 7-6】式典のときの招待客の席順を会場設営係の男性役員と決めている。  
 2776 MO だから、覚えといてね、T さん、I さん、U さん。  
➡  2777 T 書いといて↓よ。  
 2778 MY I さんてそんなとこ、よけおかしいで。  
 2779 MY I さん、そんなところへいれたら。  
 2780 MO 会長の意向。  
 2781 T いいって。  
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 ７章 メンバーの関与 
 2782 MO MY さん、いいって。  
 2783 T いいって。  
   （中略）  
 2787 T ええがな↓。  
 2788 MY 好きにし↑て｛笑い｝  
❤  2789 T ｛やさしく｝好きにする↑わー｛笑い｝  





【談話例 7-7】対参加者、作業場面：「竣工式」の題字を頼まれた FC が T に相談に来館。  
 458 FC 
そやけどな↑いっかい T さんがいてはったら相談しようかな↑とおもて寄っ
てみてん。 
 459 FC （1.0）ほんなら、竣工お祝い、と大きく書いて、そんで、 
 460 T そうそう、小さく。 
 461 FC 自治会館「SS｛会館の名称｝」。 
 462 T これでええんちゃう↑、な↑。 
 463 FC そうしましょう。 
 464 T そうしましょう 
 465 FC ようけかかんなんけど｛笑｝。 
❤ 466 T いい風が入ってくるな。 
❤ 467 FC あしたもはれるって。 
❤ 468 T 三日はれるって。良かったわー。 
 469  (中略） 
 470 T それで小さく、自治会館「SS｛会館の名称｝」。 
 471 T これでいいやん。 
 472 T なー↑、うんうんうん、OK、なー↑。 
 473 T それでこれを[あか、あか]、  
 474 FC [あか、あか]っていったら、ここに赤があるから、って＝ 
   ＝いいはるねんけどね↑ 
 475 T はいはいはいはい、これは赤の方がいいとおもうよ↑ 
 476 FC じゃ、そのように。 
 477 T そのように。 
127 
 
 478 T よろしくどうぞ。 
題字について FC が T に相談に来たため、458FC まで時間をかけて打ち合わせをし、
462T～465FC で一応の合意に達した。そのあと、466T から（中略）にかけて、文脈と
は全く関係のない話を少しの間続け、470T で再び本題に戻り、合意を確認している。






























方向性は対称的な関係での行為指示の特徴といえる。（2 節）  
（2）行為指示の双方向性を可能にしているのは、非固定的、流動的、互換的な役割関







いると思われる。（3 節）  
（4）行為指示談話以外に、しばしばリラックス談話をおこなうことで、対称的な関係
の維持、仲間意識の構築を T とメンバーがともに志向している。（4 節）  
（6）行為指示談話における冗談などのリラックス発話は、行為指示によって生じる非
対称性を修復し、仲間意識を確認するために T がおこなっているポジティブポラ
イトネスストラテジーと思われる。（4 節）  
                       ８章 むす
び 
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にまず深くお礼申し上げたい。佐竹氏、金氏、水谷氏と始めた語用論勉強会で Brown and 
Levinson（1987）や Sacks、Schegloff and Jefferson（1974）を読み、そこで熱い議論を
したことが本研究を支えている。また、西尾純二氏、高木千恵氏、松丸真大氏、阿部
貴人氏など多くの先輩には、データの処理の仕方から論文の書き方まで手取り足取り
教えていただき、また広い視野から多くの貴重なアドバイスをいただいた。また、社
会言語学ゼミはじめ日本語学研究室の学友とはゼミや研究室でしばしば議論を交わし、
その都度良い刺激とアイデアを与えていただいた。年齢の差を越えてフランクにオー
プンに楽しく議論が交わせる、大阪大学日本語学研究室のこの雰囲気がなかったなら、
ここまで来ることはできなかったと今更ながら痛感するとともに、ここで過ごすこと
ができた幸せを改めてかみしめている。筆者を受け入れてくださり、温かく厳しく導
いてくださった先生やみなさまに深く感謝する次第である。  
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最後に、長い間、大学院で勉強することを温かく見守ってくれた家族に感謝したい。 
